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平成 10年度   相模原市立博物館年報

I 管理運営

1 組織及 び職 員

1)組 織 と事 務 分 掌
館 長 副 館長

(2)職 員 (平成
館長 (非常勤 )

副館長

管理係 係  長  細 谷  浩
主 任  鉢村  敏雄
主  事  志 田久仁子

学芸班  副主幹 (学芸 員 )    杉本

主査 (社会教育主事 )  守屋
主  査 (学芸員 )    浜 田

指導 主事         福 田

主  任 (学芸員 )    加藤

主  任 (学芸員 )    木村

主  任 (学芸 員)    笠原

(3)

・ 博 物 館運 営 の調 査 研 究 に関す る こ と

・ 博 物 館 の維 持 管 理 及 び秩 序保 持 に関 す る こと

・ 博 物 館 の利 用 承認 等 利用 に関 す る こ と

(10)

・ 博物館資料 の収率、整理 、保管 、展示及 び調査研究 に関

す ること

・ 博物館 資料 の利用 に関す る説明、指導及 び調査研究 に関

す ること

・ 博物 館の各種事業 の実施 に関す ること

0他の博物 館等 との連絡、協力、情 報の交 換及 び博物館資
料 の相互貸借 に関す ること

。図書館 その他教育、学術又 は文化 に関す る諸施設 との協

力及びその活動 の援助 に関す ること

・ 市 史 に関す ること。

商 颯 ]

10年 3「131日 現在 )

神崎 彰利
安立 武晴

芳秋

博文

弘明

茂

隆志

衡

IEttll

(天文担 当 )

(動物担 当 )

(地理担 当 )

(天文担 当 )

(民俗担 当 )

(孝古担 当 )

(天文担 当 )
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主  事
主  事 (学芸 員 )
主  事 (学芸員 )

方 波見  淳  (情 報担 当 )
草薙  由美  (歴 史担 当 )
金井  憲一  (地 質担 当 )

お も な 内 容

平成 9年度 事業報告 につ いて

平成 10年度予算及 び事業予定 につ いて

諮問事項 の検 討、企画展見学 ほか

諮問事項 の検 討、 視察研修打 ち合わせ

夏 季特別展見学 ほか

平塚市博物館視察研修

博物館協議会の会議公開について

先進都市実践例講演 (川 崎市青少年科学館館長

若宮崇令氏 )、 会議公 開に向けての規定制定

企画展見学 ほか

*な お、 受 付 案 内業 務 は (財 )相 模 原市 都 市整 備 公社 に委 託 し 9名 が配 属 され、
プ ラ ネ タ リウム投 影 業 務 の一 部 は (株)東 急 コ ミュニ テ ィー に委 託 し 4名 が配 属
され て ヽヽ る。

2 博 物 館 協 議会

平成 9年 11月 20日 現在 )

備  考

市 立弥栄小学校教 諭

市立大野 南中学校教諭

県立大沢高等学校教諭

平賀  友 子 市 社 会教 育 委 員 代 表

市 文 化 協 会 代 表

香村  紘一 会長・ 市文化財研究協議会代表

伊藤久 美子 市立小 中学校 PTA連 絡協議会代表
長 田 か な子 地域 史研究家

高橋  秀男 副会長・ 県立生命の星地球博物館嘱託

水 谷  仁 文部省宇 宙科学研究所教授

(2 )会 議

贋
催   日
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(1)委 員 (

巣 内  則 男
土屋  精 一



3 施  設
(1)施 設概要
・ 敷地 面積

・ 構造

・ 規模

・ 建築 面積

・ 延 床面積

(2)施 設 管理
・ 施設の設備管理、警備、清掃業務 は外部委託 している。
・ 7肖防

~J暉

練  平成 10年 5月 12日 (臨時体館日)、 10月 20日 (臨時体館E)、 平成 11年 1月 27日 (平日)

4 予算

平 成 ■ 0年 度 予 算

本年 度 予算 額 前年 度 予算 額 財 源 内訳

特定財源  16.57

博物 館費 880,713 924,717 44,004
(特財 内訳 )

その他   16_57
-般 財 源 864,15

金  額
1報酬 4,004 博物 館 の運 営 及 び維 持 管理 に要 す る経 費

8報償 費 9,715 経費内訳

1博物館協議会経費
2施設運営費

10年 度 9年度
9旅費 993 449 530
11需要 費

12役務 費 (1)資 料 収 集 保 存 経費  6,811
(2)資 料 調 査研 究 経 費  5,93213委託 料

14使用 料 及 び賃 借 料

17公有財産 購入費

18備 品購 入 費

9,999.48rご

鉄 筋 コ ンク リー ト造 一 部 鉄 骨 鉄筋 コ ンク リー ト造・ 鉄 骨 造

地 下 1階・ 地 上 3階 建 て
5,081.03rご

9,510.24rゞ

明
L/・

6,767

6,160

19負担金、補助及び

交付金

償還金 、利子及 び

割 引科

7公 課費

(5)そ の他運営費
3施設維持管理費

4施設維持補修費

(債務 負担行為 )

6-般 事務費

4,627 4,842

5,000 5,000

32,500

●
０
０
０
５

合   言―
「

880,713 924,717

3

(単位 :千 円 )

94,806

196,357

38,888

500,000

(3)展 示 ・教育普及事業経費  23,425  1  27,049
(41) プラネタ リウム事業経費  91,365  1  93,579



Ⅱ 教 育 普及

]入 館 者数
(1)平 成 10年 4月 1日 ～平成 11年 3月 31日

総 計  107, 306人
(2)各 月 ごとの詳細 は、次の とお り。

平成 11年 3月 31日 現在 相模原市立博物館入館者統計

10■F月に言+

54,341,4

1679〔 12.688 8778 2219〔 1109952(
1 5802f 2684 2057 10603 86,682 1.237 3186 1818712C

……≦と〔E」重E……́l_…     105, 18654 16055 8646 28,388 1 104 3.16フ 1223388(
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2 特別 展・ 企画展 。収蔵辞:展
(1)企 画展「 第 1回相模 原市遺跡 展」
ア 内  容  塩 田遺跡群 の資料紹介 と田名 向原遺跡 の ミニ シンポを開催。
イ 期  間  平成 10年 4月 26日 ～ 6月 21目
ウ 観 覧料  無料
工 入場者  9,138人
オ  出版物  パ ンフ レッ ト (頒布価 格 200円 )、 ポスター
カ  ギャラリートーク  5月 24日 、 6月 14日 、参加者延 べ 44人
(2)特 別展「 相模原が海 だ った ころ」
ア 内  容  「 中津層群」 産 出の化石 を中心 に展示。
イ  期  間  平成 10年 7月 18日 ～ 8月 80日
ウ 観 覧料  大 人 300円・ 小 中学生 100円
二  人場者  3,965人 (う ち有料大 入 2,120人・ 小 人 1,174人 )
オ  出版物  図録 (頒布価 格 800円 )、 ポス ター、 チ ラシ
カ 講演会  7月 26日 、 テーマ「神奈川 の化石 J、 参加者 40人
(3)特 別展「 浮世絵名 品展 ～春信・ 歌麿・ 豊国・ 北斎・ 広重 ～ J
ア 内  容  県 立歴史博物館所蔵 の丹波 コ レクシ ョン等を展示。
イ  期  昆1 平成 10年 9月 10日 ～ 10月 11日
ウ 観 覧料  大 人 300円・ 小 中学生 100円
工  入場 者  5,540人 (う ち有料大 入 4,502人・ 小人 200人 )
オ  出版物  図録 (頒布価格 1,800円 )、 ポスター、 チラ シ
カ 講 演会  9月 27日 、 テーマ「 浮 世絵 の歴 史 と魅力 J、 参加者 112人
(4)企 画展「 現代 の時報 ～時 を はか る、 その今 と昔～」
ア 内  容  時報 システム、水品時計、原子 時計、天文時計等の展示。
イ 期  間  平成 11年 1月 24日 ～ 3月 22日
ウ 観 覧料  無料
工 入場 者  6,136人
オ  出版物  パ ンフ レッ ト、 ポス ター、 チ ラ シ
カ 講演会  2月 21日 、 テーマ「 時刻 と私 た ちの生活 J、 参加者 44人
(5)収 蔵 品展「 描 かれた 120年 前 の神奈川 ～迅速 測図の世界～」
ア 内  容  当館所蔵 の「 迅速測図」及 び「 迅速測図原図復刻版」 を公開。
イ 期  間  平成 10年 10月 24日 ～平成 11年 1月 10日
ウ 観 覧料  無料
工 入場 者  9,200人
オ  出版物  チ ラ シ
カ 講 演会  11月 3日 、 テーマ「地形 図か ら景観 を読 む」、参加者 54人
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3 講座・ 観望 会・ その他 の事業
・ 講座

(1)田 名 向原遺跡 シ ンポ ジウム
ア 内  容   調査成果 を速報 す ると同時 に学問的課題 について提供。
イ  実施 日  平成 10年 5月 5日
ウ 参加人数  191人
(2)遺 跡見学会
ア 内  容   当麻 亀 ノ甲遺跡 の見学 を して、理解 を深 めた。
イ 実施 日  平成 10年 5月 10日
ウ 参加人数  14人
(3)自 然観察 会「 初夏 の河原 や水 田を観察 しよ う」
ア 内  容   河原 の石 や動植物、段丘崖 に見 られ る地層 な どを観察す る。
イ 実施 日  平成 10年 5月 24日
ウ 参加人数  14人
(4)歴 史教養講座「古 文書 か ら見 る事件 の諸相」
ア 内  容   相模原周辺 で起 きた様 々な事件 の真相 と側面 を探 る。
イ  実施 目  平成 10年 6月 6日 か ら 3月 6日 まで全 10回
ウ 参加人数  延 べ 1,512人
(5)古 文書解読講座 (中級編 )「古 文書 を読 み解 くJ
ア 内  容   古文書 を読む段階か ら一歩進 んで、 自 らの力で内容 を解釈す ること

につ いて学 ぶ。

イ 実施 日  平成 10年 6月 27日 か ら 7月 25日 まで全 5回
ウ 参加人数  延 べ 231人
(6)動 物講座「 地域 の 自然 を調べ よ う～セミのぬけがら調査～」
ア 内  容   セ ミのぬ けが らを調べ、セ ミの分布や地域 の 自然 を明 らか にす る。
イ 実施 日  平成 10年 7月 19日 か ら 9月 27目 まで全 5回
ウ 参加 人数  延 べ 68人
(7)‐ ヮー ク シ ョップ「 化石 を調 べ よ うJ

ア  内  容   中津層産 出の化石 につ いての発掘 と調査 (室 内 )。
イ  実施 日   8月 9日
ウ 参 加人数  40人
(8)天 文「 夏休 み親子天文教 室」
ア 内  容   ミユ プラネ タ リウム制作 を通 して、天文 に対す る興味・ 理解 を深 め
る とともに親子 の絆 を育 む。

イ  実施 日  平成 10年 7月 25日 か ら 8月 9日 まで全 2回
ウ 参加人数  112人
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(9)民 俗「 酒 まん じゅう作 り教室 J
ア 内  容   地域 の伝統 食 であ る、酒 まん じゅうの作 り方 につ いて学ぶ
イ 実施 日  平成 10年 8月 5日 、 8日 (全 2回 )
ウ 参加 人数  延べ 58人
(10)自 然観察会「 雑木林 の生 き物 を観察 しよ う」
ア 内  容   雑木林 を歩 きなが ら、森 に住 む生 き物 たちを観察。
イ 実施 日  平成 10年 9月 12日
ウ 参加人数  16人
(11)浮世絵講座「 浮 世絵 の基礎知識 J
ア 内  容   浮世絵 の見方、製作方法 な ど浮世絵 の基礎知識 を学ぶ。
イ 実施 目  平 lJ2 1 0年 9月 19日 、 10月 10日 (全 2回 )
ウ 参加 人数  207人
(12)地理講座「 地域 の変遷 を調 べ るⅢ」
ア 内  容   実習や フィール ドヮークを通 し、地 図づ くりの手法 を習得す る。
イ 実施 日  平成 10年 10月 17日 か ら11月 7日 まで全 5回
ウ 参 加人数  延べ 116人
(13)天文講座「 流星群観 測講座」
ア 内  容   33年 ぶ りの しし座大流星群 の観察を通 じて天文現象 に理解 を深め

る。

イ 実施 日  平成 10年 11月 8日 か ら11月 29日 まで全 4回
ウ 参 加人数  延べ lo6人
(15)民俗講座「 フィー ル ドヮー ク入門」
ア 内  容   現地 を 自 ら歩 きなが ら様 々な問題 を調べてい くフ ィール ドヮー クに

つ いて学 ぶ と同時 に、実際 に 2地区を歩 く。
イ 実施 日  平成 10年 11月 21日 か ら12月 13日 まで全 5回
ウ 参加 人数  延 べ 117人
(16)自 然観 察会「 境川 を歩 こ う」
ア 内  容   境川 の様子 や野鳥、付近 の草地・ 樹林 の生 き物 を観察。
イ 実施 日  平成 10年 11月 23目
ウ 参 加 人数  11人
(17)地質学講座「 顕微鏡 で探 る大地 の生 い立 ち」
ア 内  容   顕微鏡 による観察 を主体 と した実習及 び地域 の地形史 を考え る。
イ 実施 日  平成 11年 2月 21日 か ら 3月 14日 まで全 4回
ウ 参加 人数  延 べ 73人
(18)自 然観察会「 春 を待つ雑木林 を観察 しよ う」
ア 内  容   春 に向 けて活動 を始 め る動植物の様子及 び地層 などを観察。
イ 実施 日  平成 11年 3月 13日
ウ 参加人数  10人
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(19)民俗学講演会「 近世相模原 の庶民 と信仰」
ア 内 容   遊行僧徳本 と高野 山の信 仰が相模原 に与 え た影響を知 る。
イ 実施 日   平成 11年 3月 13日 、 22日 (全 2回 )
ウ 参カロメ、数  延べ 227A

・ 観望 会

(1)星 空観望 会
ア 内  容   季節 に応 じた天体 の観測 によ り天文知識の普及 を図 る。
イ 実施 目  平成 10年 4月 3日 か ら 3月 5日 まで毎週金 曜 日 (全 18回 )
ウ  ラ` 力‖ノ` 委女  冤聾′ヾ  551ノ人、                                 ※雨天・曇天時等中止

(2)し し座流星群講座
ア 内  容   この天体現象 に広 く親 しみ一層の興味を深 め るための説明会。
イ 実施 日   10年 11月 17日
ウ 参加人数  173人

・ その他 の事業

(1)糸 取 り・ 機織 り実演会
ア 内  容   糸取 り・ 機織 りの方法 を見学 をす るとともに実際 に体験 す る。
イ 実施 日  平成 10年 7月 19日 、 20日
ウ 参加人数  延べ 250人
(2)夏 休 み子 ど も学 習相談
ア 内  容   小・ 中学生 を対象 に夏 の 自由研究等 の ア ドバ イ スをす る。
イ 実施 目  平成 10年 8月 1日 か ら 8月 31日
ウ 参加人数  延 べ 87人
(3)浮 世絵摺 り実演会
ア 内  容   現在 で も行 われて い る浮 世絵摺 りの方法 につ いて見学す る。
イ  実施 日  平成 10年 9月 23日
ウ
・
参 加 人数  300人
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[ プ ラネ タ リウム・ 全 天 周 映 画
(1)10年 度 観 覧者 合 計 45,038人                 ・

※投 影 内容別 は以 下記 。 月別 の観 覧者 につ いて は 4ペ ー ジ参 照。
(2)一 般投 影
ア 内  容  解 説 員 に よ る季 節 の 星空 説 明 と企 画番組 で構 成 (所要約 50分 )

「

≡Ш :I三二II:~III頂
~彫

「

W~~~~~~
宙 誕 生         | (平 成10年 3月 5日 )～ 6月 7
の川への招待      1 平成 10年 6月 14日 ～ 9月 6日

二里干挑万更素石菫 TI草晟薫両≡両手万Fj― l爾雇

晦事響琴■ 平成 10年 12月 12日 ～ 11年 3月 71

分０４

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
時

分
　
　
　
　
　
　
　
　
２

５０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後

約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午

容

一　

一プ

一　

一
■

時

　

者

影

　

品

[11重かなる角をあy西
~丁~~轟
蔦菟覇葛

「

~面
雨万
~~

イ 投影 時間  平 目…午後 3時 50分
上・ Fl・ 祝 日・ 小 中学校長期休み等 …午後 1時 50分 と 3時 50分

ウ 観 覧者     18,577人
(3)全 天周映画

イ 投 影 時 間  事 前 に利 用 団体 と調整 し、主 に平 日午 前 中 に投 影
ウ 観 覧 者   8,714人
(5)プ ラネ タ リウム夜 間投 影
小 中学 校 の 春休 み 。夏 休 み期 Fulの 毎週 金 曜 日に限 り、 午後 6時 か ら もプ ラ ネタ リウ
ム を投 影 した。 投 影 回数 5回 、 観 覧者 計 47人
(6)出 版 物
プ ラネ タ リウム案 内 A5パ ンフ レッ ト、 B2ポ ス ター…各投 影 番組別 に作成
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5 その他
(1)情 報 サ ー ビス コーナ ー
ビデオ ライ プラ リーの作 品年間視聴本数  計 1, 706本

(2)収 蔵資料 の「 ミニ展示 J
特別展・ 企画展 の開催期 間外 に、

春を告 げ る虫 ―蝶 一、機織 り、

(1

主 な 内 容

特別展示室前 で資料の展示 を行 った。

スバ ル と隕石

学校 と博物館 の連携 を進 め る研究 会

学 校教育 での幅広 い学 習活動 の ために、博物館の効率 的かつ積極的 な利用 を図
るための連携 のあ り方 を研究・ 協 議 した。

)委 員 (平成 10年度 )

教
一　
一　
一教

ム測
一　　　一　　　
一
硼^
一　　　一　　　一

委 員委 嘱式 お よび研究 会 の方 向性 の検 討

7

(1

広 報 ・ 出 l板

)刊 行物
ア  特別展・ 企画展 の図緑・ パ ンフ レッ ト・ ポスター
イ  収蔵 品展 の ポス ター・ ち らし
ウ プラネ タ リウム及 び全天周映画案内バンフレット・ポスター
‐~_ 博物館 NEWS(V01. 11_～ Vol. 14)
オ 特別展・ 企 Lm」 展 図緑

…各 4種 (前掲 )
…各 1種 (前掲 )
…計 6種 (前掲 )

「 新 発 見・ 遺 跡 は歴 史 を変 え る」「 相模 原 が海 だ った ころ |
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「 浮 世絵 名 品展 」

力 報 告書 等

「 研 究 報 告 第 8集J「 地 図 資料 日録 I・ 相模 原 市作 成 の地 図 J
「 大 島の 自然 と文化 J

(2) イ事4質 1lJ行彩τ一―噌≧(平成10年 3月末現在)
有 償 刊 行 物 につ いて は、 博物 館 と市 役 所情 報 公 開 室 で販売 0

◎ 特 別 展・ 企 画展 図緑 等

発行年 月

・ 岩橋英遠展 7011 1,000

802 1,300

804
日 本 の 字 宙 開 発

800

1,800

◎調 査報告書等

「雇藝毛彗
けf究報告第 7集 1998
研究 瑠受牲]`事 8集 1 999
資料集  順 席 (慶応三年 )
占山の生 業 と伝承

大島地 区の 自然 と文化

相模 原市 作成 の地 図

≡蓄劃
(3)他 の 機 関 等 との 関連
ア  ポ ス ター掲 示
前 述 の各 ポ ス ターを、市 各 機 関・ 近 隣 博物 館 へ掲示 を行 った。 また JR
矢 部・ 淵 野 辺・ 古 淵 駅 につ いて は、市 の専用 掲 示板 を使用 した。

イ 記 事 提 供
広 報 さが み は ら、相模 原 記 者 クラ ブ、 その他 新 聞・ 雑 誌 、他 博物 館 等 へ

記 事・ ポ ス ターを提 供 した。

段 丘崖 の植 物 ―斜 面 緑 地 は い ま 一 200
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放送 番 組 ロケ

博 物 館 を紹 介 す る、

主 な番組 内容

・ TVK― カ ラ フ

テ レビ・ ラ ジオ番組 の取 材 に応 じた。

ルか なが わ 図鑑 ～ ミュー ジアムヘ の誘 い～

10 博物館実務実 習
学芸 員資格 習得 の ための実 習 と して、 8月 に 13名 を受 け入 れ た。分野 は孝古・ 歴
史・ 地理・ 動物・ 天文、期 間 は 2週 間 と した。

博物 館職 員の講師派遣

市内各公民館・ 小 中学校 で実施 され る学級 。講座等 につ いて、各施設 の依頼 に基
づ い き博物 館職員 を講 師 と して派遣 した。

資料管理

11年 3月 31日 現在 の資料点数 は、以下の とお り。

博物館収蔵資料点数リスト

下
't沢
下 tノ ロ

生 70‐ 資 料 収 蔵 庫・

古 文 書 収 蔵 庫

年
一

四収屑颯夭 術 品 (社会教育課 )

分 野 1分  類 収蔵 庫 名 収蔵声 単 /● 分里千.・ 1

美 術 品 絵 画 美 術 品 収 蔵 庫 」一
¨

影亥1 尊 術 品 ‖マ蔵 直 6 占
い

書 美 術 品 収 蔵 庫 占
い
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二次資料 (図書・報告書等)点数リスト

2 資 料 収 集・ 保 存

言+   17.666 デミ

計

天文研 究室
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3 10年 度購入資料

3枚組 )東部 7

容

一東
一点
一点

嬌 本の実施

セ 入れ資料 の燻蒸 を 7月 及 び 1月 に実施 した。

Ⅳ  調 査 研 究

歴 史 資料 の 調 査

草 薙  由美

本 村  衡 収集済資料 の再整理 の実施。
市域 近 世 村 落 を中心 と した古 文書 等歴 史 資料 の調査。

資料 集 と して i刊行 した「 順 席 」 の追跡 調 査 。

民 俗 資 料 の調 査 大 島地 区石 造 物 調 査。 館蔵 講 中道 具 調 査 。

11年 度 特 別 展 に関す る資料 調査 。
生活用 具の分類及 び家電製造 メーカーの社史等の調査。

大 島地 区の井戸及 び湧水 の分布 につ いての調査。

相模川水系水生昆虫生息調査…生息状況把握 と二次資料化。

昆虫生息調査 …大 島地域 の昆虫類 の生息状況 を明 らかに した

市 内の露頭調査 と写真撮影 、岩石・ 化石調査の実施。

他博物館等 より送付 されたパ ンフレッ ト等の閲覧用への整理

ヘル ク レス座 AK星 、ベ ルセ ウス座ベ ータ星の光電 測光観 測
主要流星群 の出現状況の調査。

プラネ タ リウムや観 望会 の学校・ 社会教育施設利用 に関す る

調 査。

査

秋

　

　

則

一

調

芳

茂

正

一

曜聾刈獣
容

博物 館 開館 以後 発 掘 され た資料 の調 査 。

地 理 資 料 の 調査

浜 圧1 弘 明
動物 資料 の調査

守 屋  博文
地質資料 の調査

金井  憲一
情 報資料 の調 査

方波見  淳

■4
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